
これまでの医療アプローチでは治療が困難であり通常生活への復帰を諦めざるを得なかった
神経系の希少疾患や難病の患者が、希望をもって体性認知協調療法（SCCT）でのリハビリ
テーションに取り組み、通常生活への復帰が現実的な目標になっている。

Common disease（一般的に多くみられる疾患）から神経系の希少疾患や難病を患う患者に対し
て、現在の医療アプローチではその症状の改善が困難であるために、患者が通常生活への復帰について
希望を持てない状態となっている。

インプット アウトプット アウトカム

多くの関連特許を持っ
たVRデバイス（ハード
ウェア）とリハビリテーショ
ン訓練用ソフトウェア

体性認知協調療法
（SCCT）として体系
化された独自理論

mediVRカグラの
開発販売

Theory of Problem Theory of Change

短期（1-3年） 中期（3-5年） 長期（5-7年）

・導入施設数

多感覚整体フィードバッ
クの実践ノウハウ
VRリハビリテーションでの
介入実践ノウハウ

mediVRカグラの導入
施設が増える。

患者がmediVRカグラ
を用いたSCCTでのリハ
ビリテーションに取り組む

多くのリハビリテーションに
おいてmediVRカグラを
用いたプランが組み込ま
れる。

mediVRカグラを用いた
リハビリテーションが当た
り前に提供されている。

mediVRカグラを用いた
リハビリテーションノウハウ
※を習得したPT/OTが
増える。

mediVRリハビリテーショ
ンセンター（自費型リハ
ビリ施設）の運営

※体性認知協調療法（SCCT）の重要要素である「声掛け」「タッチング」等

病院の治療能力（アウ
トカム実現力）が向上

PT/OTが患者に向き合
うモチベーションが向上

SCCTのリハの実践が
進み、治療効果を得ら
れる患者が増える

・改善症例数

・利用患者数
・利用回数

特定疾患への治療とし
てのみならず、多くの疾
患に対する有効な治療
として実践されている

患者がSCCT治療によ
る改善の効果（アウト
カム）を実感している

PT/OTがやまと地域の
施設での就業希望者
が増える

地域の小児の療育
（ASD/SDHD）分野
での研究が進む

やまと地域で形作られた
小児療育での活用モデ
ルが作られ、全国に派
生している。

これまで不治のものだっ
た対象疾患が現実的に
治るものとなっている。

小児療育でSCCTでの
領域が普及する

SCCTのリハが小児の
療育での有効性が確
認される

介護負担、支援者負
担が軽減される

発達障がい児の自立に
有効な事例が創出され
る

やまと地域課題マップでの
主たる解決対象範囲
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